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風間 重雄
学長
後援会名誉会長

「かけはし」としての山梨英和大学

武川 高仁
山梨英和大学後援会
会長

甲州金と貨幤制度とは

　現在の貨幤制度の成り立ちを調べると、武田信玄の時代に、両、朱、糸目と呼ばれる金額を単位と
した仕組みで、武田氏が仕組みを作ったといわれています。武田氏滅亡後には、江戸時代幕府が引き
継いで使うようになったといわれています。そして、甲州金は例外として、江戸時代迄甲斐のみで使う
ことができました。　
　江戸時代の甲州金には、その表面に金額や模様などが刻印されています。この様な貨幤制度が出
来る前は、金での支払いは重さで行われていました。これは山日知りたい好奇心に、掲載されました
一部分です。私も東京日本橋の貨幤資料館を見学し、甲州金を知りその後の山日子供ウイークリー
の記事を読み保管して有ります。歴史を辿ると、現代の山梨県から貨幤制度が出来て、日本の硬貨の
流通が行われています。過去を知りその偉大さに感動致します。物を大切にし、お金も大切にしよう
と思います。　
　山梨英和大学も新しい構想のもと、風間学長並びに教職員、学生、後援会も一丸と成り、新しい山
梨英和大学を、築き育てあげていかなければなりません。　関係者の皆様方、並びに後援会の皆様
方、より一層のご支援をどうぞ宜しくお願い致します。

　昨年度の本誌に私は、「山梨英和大学は、様々な方面への『架け橋』の拠点となる大学」であり続け
たい、という私の願いを最後に書きました。それから一年、この願いはますます強くなっています。
　「かけはし。」この言葉を耳にし、目にするたびに、なんという素敵な言葉だろうと思います。そして
いつも、「我、太平洋の架け橋とならん。」と言った人物である新渡戸稲造（1862年生-1933年没）の
ことを思います。後に国際連盟事務次長を務めるほどの国際人であった新渡戸稲造が、大学に入学
したとき、このように語ったという逸話があります。
　人間は、生物種としてはヒト（homo sapience）ですが、ヒトとヒトとの間に架けられている橋に
よって「人間」になります。おなじことが、大学であっても企業であっても、いかなる人間の組織につい
ても言えると思います。人間として成長したヒトであっても、他者との間に適切な「架け橋」を持たな
い場合、本当に人間として生きていくのはむずかしいのではないでしょうか。
　山梨英和大学はいま、四年制大学として発足以来はじめてとも言うべき、大幅な改革を行おうとし
ています。その改革の根本理念を簡単に言えば、①大学と地域との「架け橋」（連携）をよりよく見え
る形にし、その成果を地域に還元し、そのことにより学生がより大きく成長すること。②また、極めて
高度に複雑化した「学問間の架け橋」をもっと広くもっと深く学生に享受してほしいことです。こうし
た理念の具現化として、２０１６年度より、現行の７コース制から、サイコロジカル・サービス、グローバ
ル・スタディーズ、メディア・サイエンスの三領域制に移行し、授業形態も同一科目の週２回授業もあ
る４学期制とします。すでに在学している学生の皆さんには、このような制度改革が決して不利益と
ならないよう、慎重に対応致します。いまそのための作業を鋭意行っているところです。
　今後とも、保護者の皆さま、学生の皆さまのために「かけはし」となる大学であり続けたいと切望し
ています。

黒田  浩司

本学の特色について

教授　学長特別補佐（地域連携・大学評価担当）

山梨英和大学と地域連携

　山梨英和大学はもともとボランティア活動が積極的であった。大学として在学中から地域で活
動し、卒業後も地域で活躍する人材を育成することを意識して、地域連携・地域貢献に関連する
授業科目を新規開講したり、科目数を増やしたりしている。山梨学（杉山歩准教授担当）とサービス
ラーニング（黒田担当）がその代表的なものである。山梨学ではゲスト講師のレクチャーを聞きながら山梨県の魅力や可能
性について知ることを目的としている。サービスラーニングではボランティア活動などを実際に行いながら、山梨県などの抱
える問題や課題を理解し、その解決の可能性について深く考えることを目的としている。活動に関する知識を得る学習や、対
人関係の基本やマナーの習得、コミュニケーション力を高めるワークを教室内で行った後にさまざま活動にでている。その
活動内容は小学校・中学校での教育支援ボランティアや児童養護施設での学習ボランティア、甲州市・山梨市のお祭りの活
性化のためのお手伝い、富士山の保全協力金（入山料）の呼びかけボランティアなどである。
　実際に活動してみると、地域について知っているようで知らないことがたくさんあり、それを知ると自分たちが考えなくて
はならないことがわかる。そして、自分たちにもできることがわかる。最初は少しびくびくしながら活動をしていた学生たち
が、派遣先のみなさんの指導を受けながら、同時に支えられ、少しずつ積極的になり、自信に満ちた表情になってくる。また、
サービスラーニングの授業では1年生から4年生までが一つのテーマについて協働することができている。山梨英和大学で
は積極的に地域連携に取り組んできた甲斐があって、笛吹市に次いで山梨県、甲州市と協定を結び、さらに活動の可能性が
広がっている。今後さらに学生たちの地域における学びが豊かになり、真の意味で山梨に貢献する人材が育まれるような教
育態勢をさらに整えてゆきたい。

杉山  　歩
准教授　学長特別補佐（広報戦略担当）

山梨学が繋ぐ学生と地域の関わり

　本年度より、より多くの学生により幅広い山梨県の歴史文化を学ぶ機会を提供する事を目的と
して地域学講義「山梨学」を「山梨学I,II」に倍増いたしました。講義数を増やすにあたり、まず学生
が山梨県に学ぶ意義について考えました。県内出身者にとっては、山梨県の歴史文化を学ぶ事自
体が楽しく意義深い事ではありますが、その知識の使い方が「聞かれた時に答える事が出来る」だけではあまり有益ではあ
りません。そこで、本講義では受講者本人が積極的に県外で山梨県の魅力を発信する事が出来る情報発信力の向上、そして
講義を通じた学生と地域の大人の邂逅による山梨県の発展を目標に定め講義を設計しました。
　今、地域創生の中で大学の役割は地域のファシリテーターと言われています。住民と行政、あるいは生産者と消費者と
いった様々な役割がありますが、大学にはそのステークホルダー全員がウィンウィンの関係を築く「場」を求められています。
山梨学では行政関係者(地場産業振興、考古学、建築、文化など)、産業関係者(印伝、甲斐絹、和紙、ワイン、宝石など)を始め、
県内で活躍する現場の方々をゲストに招き学生達と直接対話を行いました。学生達の活発な意見や質問からゲスト講師も
大いに触発されているのが印象的でした。また、学生達にはキャンパスから町へと出て行く事を推奨しました。ただの現地視
察で終わらせるのでは無く、先駆的なICT教育の取り組みとしてSNSを利用し、学生の活動を外に発信する事を心掛けまし
た。本文執筆の段階では前期が終わったばかりですが、町で話す人からは山梨英和大学の学生が来たと言う声を多数聞いて
いますし、山梨学での講義のやりとりがきっかけで講師の方から学生へ甲府城調査アルバイトの誘いもありました。山梨英
和大学と山梨英和大学の学生が地域活動活性化の原動力となるように、より積極的な取り組みを進めてまいります。
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杉浦  　学
准教授（情報システムコース）

自ら学び、成長し続けるためのICT教育

　2013年度から新入生全員にApple社のMacBook Airの貸与を開始し、本年度で3年目を迎
えました。ゼミカフェなどの休憩スペース、図書館の自習机、授業のない教室などで、学生がMac
に向かって作業をしている光景は、キャンパスの日常的な風景の一部として定着しています。
　初年次の必修科目「ITリテラシー演習」では、貸与するMacを未開封の状態で学生に渡し、それ
を箱から取り出し、初めて電源を入れることから指導を行っています。講義では、コンピュータやネットワークの仕組みや設
定方法に関する知識を学びます。続く演習で、講義で得た知識を活かして、マニュアルを各自で読みながら、Macをセット
アップするという形式を採用しています。自分でMacをセットアップする演習を経験することで、仕組みをより深く理解し、
様々なトラブルを自力で解決できる能力を習得することを目指しています。また、大学での学びの基本となる、レポート作成
やプレゼンテーションの実践も、各自のMacを使って学習をします。理系文系問わず、様々な授業でMacを活用し、学生全
員がそれぞれの専門的な学びにおいてICTを活用するための土台を築けるように支援を行っています。

　他大学では、学生にノートPCを貸与する場合、いわゆる「完成品」を貸与することが大
半です。各種の設定が済んでおり、必要なソフトウェアをインストールしたものを貸与して
います。本学ではこうした形態ではなく「生涯にわたって、ICTを流暢に使いこなす能力を
育てること」を追求し、あえて未完成の状態のMacを貸与し、先に述べたようにセットアッ
プに関する演習を含んだ形式の初年次教育を実施しています。ICTの活用形態は日進月
歩であり、在学中に学んだスキルが卒業後に役に立たなくなることも少なくありません。
仕組みを理解して新しい機器のセットアップを行ったり、自らマニュアルを調べて使い方
を習得したりする能力がなければ、技術の進歩に取り残されてしまいます。

　生涯にわたって自ら学び、持続的に成長する力を育成することが、ICTの分野に限らず、大学で提供すべき教育の形である
と考えています。

李　  尚珍
准教授　学長特別補佐（国際交流（韓国）担当）

山梨英和と韓国の絆

　アンニョンハセヨ！
　これは韓国語の挨拶で「こんにちは！」という意味ですが、学内外で多くの学生が私に言ってく
れる言葉でもあります。いつもみんな、とても元気よく手を振りながら言ってくれます。
　韓国語は第2外国語の授業のなかでとても人気が高く、毎年30人以上の学生が履修していま
す。また、日韓文化交流史・韓国現代事情・専門ゼミナール・卒業研究などの韓国を中心にした授業でもみんな熱心です。そ
の理由としては、“K-Pop”、“韓国ドラマ”、“韓国観光”などがとても身近になってきたことが大きいと思います。
　本学は韓国の7つの大学と姉妹協定を結んでいます。日本と韓国の学生たちは1年間の交換留学生派遣や短期留学で、学
生間の交流などの様々な体験を通して他者・他文化を理解する力を養っています。
　私は短期留学の引率をしながら、学生たちの若さと素直で純粋な気持ちに感心することが多くあります。“韓国語の発音
が難しい”などと言いながら、短期間に上達し、韓国人学生たちともすっかり親しくなって、別れの時が来ると、絶対泣かない
と宣言していた学生が泣き崩れて別れを惜しむ姿が微笑ましく感じられます。こうした貴重な経験は、学内の留学報告会で
報告され、後輩がさらに後輩へとその経験を引き継いで行く時に引率教員として最大の恭悦を感じます。
　2012年5月「韓国山梨英和絆の会」が創設されました。これは大学および山梨英和学院と韓国の人々を結ぶ会です。日韓
の卒業生を中心とする集いが定期的にあり、山梨英和での学生時代の思い出を大切にしながら、新しい社会人としてそれ
ぞれの職場で切磋琢磨しています。
　こうした卒業後の活躍の場を準備して行くことも、日韓交流事業の大きな目標です。また、こうした大学の事業は学内だ
けでなく、山梨県の地域住民にもその輪を広げつつあります。そして、地域の方々の山梨英和への温かいエールとそうした
期待に対する教職員と学生たちの日々の努力こそが本学の強みです。
　横根のキャンパスでは、今日も、日本人学生と韓国人・中国人留学生が一緒に学び、議論し、成長し合っています。
　これからもみなさまのご支援をよろしくお願いいたします。

基礎ゼミナールの授業風景

難波  道弘
教授　副学長（学生サービス担当）

「山梨英和大学新カリキュラム」

　山梨英和大学では、時代と社会のニーズに応えるべく、2016年度から新カリキュラムをスター
トさせます。新カリキュラムのキーワードは「フルーエンシー」「３領域」「オープンラーニング」
「４学期制」です。
【1】 フルーエンシー
　「フルーエンシー」を辞書で引くと「流暢さ、よどみなさ」とあります。複雑化する社会を生き抜くためには「人間力」が必要
とされています。その人間力には「創造性・協調性・課題解決力・コミュニケーション」などが含まれます。新カリキュラムで
は、これらをよどみなく使いこなすための「フルーエンシー科目」を多く必修科目にすえ、すべての学生に「人間力」を身につ
けてもらうようにしています。
【2】 ３領域
　「こころ・グローバル・インターネット」これが、新カリキュラムのキーワードです。これからの社会で活躍するためにはこれ
らを基盤とした知識や技術を身につけるべきだと考え、３つの領域を設けました。
　■サイコロジカル・サービス：「こころ」を理解し「ひと」を支える、心理の専門家を育てます
　　【ハイライト】
　　1． 生まれてから死ぬまでの心の成長を学ぶ
　　2． 科学的に人間の心のメカニズムについて学ぶ
　　3． 人生で出会う心理的な困難さへの対応と支援について学ぶ
　■グローバル・スタディーズ：グローバルな視点から日本と世界を見つめ、真の国際人を育てます
　　【ハイライト】
　　1． 地球の文化の多様性と共生のあり方を学ぶ
　　2． 世界の動きを様々な構造と機能のネットワークとして学ぶ
　　3． グローバルな視点から、Yamanashiという地域の課題を学ぶ
　■メディア・サイエンス：ICTを駆使して新たな価値を創造するクリエイター、イノベーターを育てます
　　【ハイライト】
　　1． 情報を集め、創り、発信する技術を学ぶ
　　2． 豊かな未来をつくるICTを学ぶ
　　3． 科学の力で新しい「知」を生み出す方法を学ぶ
　重要なことは、これらの領域は決して独立していないということです。それぞれの領域を深く学んで専門性を身につけるこ
ともできますが、複数の領域にまたがる部分にこそ、山梨英和大学人間文化学部の学びの真髄があると考えています。
【3】 オープンラーニング
　これからの社会を力強く生き抜くためには、幅広い教養も必要です。３領域の外の部分にも人間力を身につけるための学
びがあると考え、地域の方々とも共に学ぶオープンラーニング科目を設置します。書道・スポーツ・英会話・美術・文学などの
開講を予定しています。今後メイプルカレッジとも連携し、より充実した科目・講座を設置する計画です。
【4】 ４学期制
　４学期制とは２ヶ月を１学期とし、１年間で４学期とする制度です。４学期制を導入するメリットは大きく２点あります。
　1． 短期集中型になり、学習効果が高まる
　　　現行の２学期制はほとんどの科目が週１回授業となっていますが、学生の授業外学習時間の少なさとも相まって知識
　　　や技術が定着していないという問題がありました。４学期制によって週に２回学ぶ科目（特に語学やプログラミングなど）
　　　では効果的な学習につながることが期待されます。
　2． 豊富な海外留学プログラムやインターンシップに参加しやすくなる
　　　「グローバル」を新カリキュラムのキーワードとして掲げていますとおり、海外から留学生を多く受け入れるのみなら
　　　ず、多くの学生に海外留学の機会を提供したいと考えています。現在でも多彩な留学プログラム（韓国・中国・カナダ・
　　　オーストラリア）を用意していますが、履修制度との相性によって留学しづらいという問題がありました。これについて
　　　も４学期制の導入により、例えば「２学期＋夏休みを利用して海外に留学する」など、短期の海外留学やインターンシッ
　　　プなどにも参加しやすくなります。
　新たな山梨英和大学の学びにご期待ください。

大学だより 連載第3回
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「かけはし」となる教育

　この度、山梨英和大学後援会会報『かけはし』に寄稿を許
されましたことを深く感謝申し上げます。1903年発行の同
窓会誌『多万可津羅(たまかつら）』には、表紙に紅葉(もみじ)
の絵が描かれています。しかし、1889年設立された山梨英
和のシンボルはカナダの国樹の楓(かえで)です。楓はカナダ
の国旗にも描かれています。カナダはイギリスの統治領で
あったことから、国旗は以前には英国旗のユニオンジャック
でしたが、今は楓の葉となっています。山梨英和はカナダ・メ
ソジスト教会の協力のもとで設立されているので、そのこと
からすれば、同窓会誌の絵は紅葉ではなく、楓とすべきです
が、なぜなのでしょうか。卒業生たちは、日本の秋を代表する
紅葉を見て楓を連想したのでしょうか。しかし、このことはあ
ながち間違いであるとは言い切れません。なぜなら、学問的
には紅葉も楓も同じ楓科の仲間なのです。たまたま日本で
は、葉の間の切れ込みが深いものを紅葉と言い習わしている
にすぎません。卒業生たちがカナダのシンボルである楓と日
本ではもっとも美しい葉の代表といえる紅葉を重ね合わせ
たのには、むしろ意義深さを感じさせられます。このことは、
宣教師たちによる西洋の進んだ教育を、日本の生徒たちが
日本の伝統文化の中で受けとめていることを象徴しており、
ミッションスクールが急速に日本に根付いてきていることを
示しています。当時はキリスト教への反感が強かったにもか
かわらず、山梨英和は順調に生徒数を伸ばし、山梨県民に受
け入れられていきました。
　日本文化を大切にするという点では、その地理的要件にも
よるかもしれませんが、山梨英和の意識には高いものがあり
ました。これは、数多くのミッションスクールの中にあって山
梨英和の独自性といえると思います。ミッションスクールは、
日本文化という土壌に西洋教育、キリスト教教育の木を植え
るという事業でした。その木が根付くためには、その土地の
日本の伝統の強さに応じて様々な努力をしなければなりま
せん。それはまさに、根付きへの努力なのです。山梨英和を
支えた先達たちは、このために計り知れない多大な努力を
払ってきたことと思われます。それは日本文化に対し優れた
文化としての誇りを持ち、敬意を払うことによって可能となる
ものです。

　「太平洋の架け橋となる」という新渡戸稲造の言葉があり
ます。彼は国際連盟の事務次長を務めた国際人であり、諸外
国に多くの友人、知人を持っておりました。太平洋戦争前、日
本が世界から孤立する中で、彼は日本の立場を説得しよう
と海外に渡航しております。これは、海外への敵愾心を深め
る日本側からも、日本による侵略への非難を強める海外か
らも批判される困難な旅で、心労の末カナダで客死しまし
た。彼は三度にわたって山梨英和女学校で講演をしていて、
上記の言葉はカナダの女性宣教師たちにも強い影響を与え
たと言われています。山梨英和の初代校長であるウィント
ミュートは太平洋戦争中の困難な中、日本軍部による帰国
命令にもかかわらず、本国カナダに帰ることをあくまでも拒
み、お茶の水にあるニコライ堂で抑留生活を科せられたま
ま、終戦の直前に日本で生涯を終えています。そしてその遺
灰は、彼女の遺言に従って、戦後太平洋の日付変更線の上
で、遺族によって撒かれました。彼女が日本に生涯を尽くす
覚悟で滞在していたことを思わせられると同時に、まさに、
太平洋の「かけはし」としての生涯だったといえます。そし
て、こうした宣教師たちの努力によって築かれた礎の上に山
梨英和での教育を受けて巣立っていった生徒たちも、先進
の西洋教育、キリスト教教育と日本文化との架け橋となって
いったといえないでしょうか。山梨英和は教育の根幹である
隣人愛と奉仕の精神で養われた学生たちを輩出するととも
に、山梨の地にあって、地域社会に、そして全国に、キリスト
教理解者を数多く輩出してきております。今、山梨英和大学
がある横根キャンパス正門からは、楓並木と桜並木が平行
して植えられており、学生たちは毎日その間の道を通って登
校しています。山梨英和は国と国、文化と文化、そして人と人
との架け橋となる人材を育てていく、それが山梨英和の歴
史に立った使命であることを改めて思います。

深津 容伸
宗教主任

教員紹介
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「基礎ゼミ」で生涯の友をつくる　

　アルバイトを始めたり、免許を取ったり、新入生の活動範
囲と責任がこの４ヶ月で急に拡大しました。一人暮らしを始
めた学生もいます。自立心と自己管理が求められる大学では
大学の就学形態と生活に慣れ、新しい環境での人間関係を
構築しなければなりません。初年次は緊張の連続です。課外
活動と学業のバランスを上手にとり、大学生活に適応する必
要があります。
　「基礎ゼミ」は大学で学ぶための基礎的な力を身につける
ための授業です。週一回行われ、新入生１７、１８人に対し教
員（アドバイザー）１人が２年間受け持ちます。私のゼミでは
先ずグループ別に「大学施設調べ」を行いました。次に学生相
談室を訪ねカウンセラーの方々から相談室の利用方法を伺
いました。悩み事がある時のサポート体制があるのはとても
安心です。図書館ではレポートの書き方の手順や文献検索方
法のガイダンスを受け、各自関心のある世界の国についての
調査と発表を行いました。６月末のバーベキューは晴天に恵

まれ、計画、買出し、準備、後片付けの共同作業は貴重な体
験でした。
　各ゼミ生が書いてくれたジャーナル（日誌）を通して彼ら
の部活、趣味、進路希望、アルバイト、通学時間などを知るこ
とができ、私と学生とのコミュニケーションは大分とれるよ
うになりましたが、ゼミ生同士はまだ打ち解けていない様子
です。バーベキューや七夕の行事後はみんなの表情も和ら
ぎ会話と笑顔が増えたのですが、期末試験が近づくにつれ
緊張感が戻ってきてしまいました。あらためて初年次生の大
変さを感じています。
　私のゼミ生は落ちついた個性豊かな学生達です。相手を
尊重する礼儀正しさと必要な時には積極的に協力する優し
さがあります。相互理解と信頼を深め、彼らが生涯の友にな
ることを願って止みません。彼らの個性を尊重しながら支援
して行きたいと思います。

岡田 真樹子
教授（英語・英語圏文化コース）

基礎ゼミだより 連載第4回

連載第2回

心と人格を育むチャペルアワー

　講義棟の中心に位置するグリンバンクホールでは、週3回
チャペルアワーが行われています。パイプオルガンの奏楽で
始まり、賛美をし祈りを捧げます。そして聖書を開いてチャ
ペルアワーを担当する教職員や学生から語られる言葉を聞
きます。建学以来大切に守られてきたこの時間は礼拝形式
で行われ、キリスト教教育の根幹をなしています。今年度は、
コロサイの信徒への手紙3：14に基づく「愛はすべてを結ぶ
絆」という標語を掲げ、学外の様々な分野の方にも担当をお
願いしています。5月には、クリスチャンロックバンド、The 
Flocksによる音楽礼拝を行いました。また、インドのマザー
テレサの家の関連施設で障がいのあるこどもたちに寄り添
い、22年奉仕されている渋谷りつ子さんにお話いただき、尊
い働きを知ることができました。6月には、学生が主体となり
身近にある食の貧困についてチャペルアワーで考えるときを
持ち、７月には、貧困家庭の食糧支援を行っているNPO法人
フードバンク山梨の米山けい子理事長から苦悩する貧困家

庭の声を伝えていただきました。私たちに出来ることは何か
考え、貧困家庭の支援活動として食品を集める「フードドラ
イブin山梨英和大学」を行いました。初めての試みでした
が、多くの学生・教職員の協力のもと、乾麺や缶詰やお米な
ど、合わせて269.2kgの食品をフードバンク山梨へ寄付す
ることができました。前期の終わりには、山梨英和中高の卒
業生である天川明香さんをお招きし、多様性豊かなアフリ
カでの外交活動と10年の海外生活についてお話いただきま
した。牧師の方々からは聖書に基づく使信が語られました。
このようにバラエティに富んだチャペルアワーを続けること
ができています。キリスト教信仰が礎となっている山梨英和
にしかないこのときを通して、集う学生ひとりひとりがキリス
ト教精神を携え、社会貢献できる知恵と自ら歩む力を培う
ことができるよう今後もチャペルアワーを大切にしていき
たいと思います。

大久保 絹
宗教主任補佐

チャペルセンターだより
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今年度の就職活動についての報告
～大幅なスケジュール変更が就職活動に与える影響について～

１．はじめに
　『一念発起は誰でもする。努力までならみんなする。そこ
から一歩抜き出るためには、努力の上に辛抱という棒を立て
ろ。この棒に花が咲く。』・・この4月にＷ大学大学院商学研
究科に入学した本学の留学生は、落語家の桂小金治の言葉
を紹介し、就活体験記をまとめました。本学が毎年発行して
いる就活体験記には、この他にも多くの卒業生の体験談が
掲載されており、就職活動・進学活動それぞれについて、そ
の準備を始めてからゴールまでの経験が記されています。
そこでは、ほとんどの学生が就職活動の長く苦しい経験と
それを乗り切った達成感や成長の軌跡を記しています。困
難を乗り越えたからこそ得るものも大きいのだと思います。
　卒業する学生が直面する就職活動・進学活動の期間につ
いて、今年度より、就職活動の大幅なスケジュール変更が実
施され、現４年生たちに様々な影響を及ぼしています。２０１
４年の政府からの申入れもあり採用試験は「就職試験の後
ろ倒し」が実施されました。スケジュール変更により、現４年
生の就職活動はどのように変わったのでしょうか。今回の
「かけはし」では、就職活動の現況を報告したいと思います。

２．就職試験の状況
　「情報解禁は３月１日、選考活動開始は８月１日、内定は
１０月１日」と就職活動のスケジュールは変更され、現４年生
から適用されることになりました。変更前においては、情報
解禁は１２月１日、選考活動開始は４月１日、内定は１０月１
日でしたので、内定以外は３～４か月後ろ倒しとなりました。
つまり、選考の期間が短期化されたことになります。こう
いった中で、学生の動向と本学の支援の状況は次のように
なっています。

１）準備期（２０１４年４月から）
　情報解禁・選考開始が変更されたとはいえ、試験方法に
変更はありません。これまで通り、情報収集（ＨＰ・合同説明
会）→エントリー→説明会→書類選考→筆記試験→面接受
験→内定という流れになります。特に書類選考・筆記試験・
面接試験という就職活動における三つの関門を突破しない
と内定には至りません。その為には、自己分析や企業研究、

Career Support

筆記試験対策など事前の準備が大切になります。
　本学では、２０１４年４月から２０１５年の３月１日（情報解
禁）までの期間で就職活動に向けての準備をきめ細かく実
施しました。
　まず、就活の準備として３年生を対象に４月下旬より１２月初
旬まで、「３年生進路ガイダンス」を合計２０回開催しました。

　毎回４０名前後の学生が参加し熱心に取り組み、就活に
向けての準備を進めました。ここでは、就職活動の進め方か
ら始まり、筆記試験対策や履歴書の書き方、面接対策に加
え、自己分析や企業研究等、就職活動全般についての情報
提供を行います。
　１０月から１２月にかけては保護者と学生、本学の進路支
援担当者で学生の希望進路について三者懇談を行います。
企業や公務員の採用試験の概況、現在の４年生の状況、学
生の志望先についてなどの内容を話し合い、学生の支援に
繋げています。
　さらに、１２月には就職合宿を行いました。昨年は３０名
ほどの学生が参加し、就職活動をスタートしました。この行
事は、就職対策を行うのと同時に、共に就職活動乗り切る
仲間作りを目的としています。例年、この合宿の参加者の多
くが内定するという成果をあげています。情報解禁の直前
の２月には集中ガイダンスを実施し、就職活動の総合的な
対策を行いました。「先んずれば人を制す」の言葉通り、就活
ではこの準備期にしっかりと早目に取り組むことが大切です。

２）情報解禁（２０１５年３月1日から）
　３月1日から企業の採用情報が公開されました。現４年生
にとっては就活の本格的なスタートです。採用情報は、主に
リクナビやマイナビといった就活サイトを通して提供されま
す。この日の午前０時頃になると、学生のアクセスが集中し
サーバーがダウンすることもあります。この情報解禁ととも
に開催されるのが合同企業説明会です。就活サイトが主催
する大きな説明会に加え、地元メディア（山日、UTY）が主催
する説明会もあります。

　本学では、３月４日（水）山日合同ガイダンスと３月８日（日）
の就職エキスポに学生を引率しました。前者は、主に山梨県内
で事業展開をしている企業が参加する説明会で、１０５０名
と例年と比べても非常に多い学生が参加しました。また、後
者は、東京ビッグサイトで開催された、５万人を超える学生が
参加する大きなイベントで、本学の学生も他校の学生の様子
を見て、多いに刺激になったようです。こうした説明会では一
度に多くの企業の説明を聞けるというメリットに加え、今年
度の採用試験のスケジュールを具体的に聞くことができま
す。最近ではネットで情報提供をする企業が増えているため、
ネットをみることで就職活動をしている気分になる学生が多
いようですが、実際にこうした場所に足を運び人事担当者と
直接話を聞く、リアルな行動が大切です。今年度は企業側の
参加が昨年度よりも多く、また、学生の参加も多かったこと
が特徴です。さらに、合同説明会の期間が３か月ほど短く、春
休みを忙しく過ごした学生が多かったようです。
　合同企業説明会の終了後から、本格的に企業の個別説明
会を実施する企業が増加します。今年度は、流通業を中心に
３月頃から企業説明会が行われました。また、４月頃からは
経団連に加盟していない中堅・中小企業等の一部の企業で
は選考活動が始まり、５月には既に内々定をもらったという
学生も散見されるようになりました。一方、公務員試験は例

年通り実施されました。警察官試験は５月上旬、地方上級職
は６月下旬に実施されるなど民間企業の選考開始の８月１
日よりも早く選考が始まりました。今年度は、学生たちには
採用情報を素早くキャッチするための情報収集力も求めら
れました。

３）選考開始（２０１５年８月１日から）
　大手企業を中心に採用試験が本格的にスタートしまし
た。金融業等、８月上旬に選考を予定している企業が多く、
選考のピークを迎えます。連日３５度を超える猛暑の中、学
生たちは汗をかきながらもスーツを着て、企業の選考会に
足を運んでいます。売り手市場といわれているように、学生
にとっては有利な状況になっていますが、厳選採用は続いて
います。特に面接試験では、企業研究や自己分析などがしっ
かりできているか評価されます。７月末時点での本学の内
定率は２０％ほどですが、しっかりと準備を進めてきた学生
が内定を得ているようです。本年度の就職活動の傾向とし
ては、選考時期は、４月から７月にかけてと８月のふたつの
ピークがみられます。マイナビの調査によると７月以前に選
考を開始する企業は全体の６２．５％にも上るようです。４月
から８月にかけては４年生にとっては、履修計画や卒業論文
など重要な時期ですが、就職活動との両立に多くの学生が
苦労をしているようです。
　このように、学生たちにとって、例年以上に就職活動は長
く苦しい経験となっているようです。学生にとっては、希望す
る進路を得る為に、「努力の上に辛抱という棒を立てろ。」の
言葉通り、しっかりと準備をして、時にはリフレッシュしなが
らも諦めず活動することが必要です。
　就職活動中の学生においては、秋募集をする企業も例年
以上に多い事が予想されるため、諦めずに就職活動を継続
して欲しいと思います。また、３年次生以下の学生に対して
は、とにかく早目の準備を行っていただきたいと思います。
一人でも多くの学生の希望がかなうように微力ではありま
すが就職支援を続けたいと思います。
　追記：『経団連の榊原定征会長は、９月７日の定例記者会
見で、来春入社の大学生の選考解禁日を８月１日とした経団
連の新しい指針について、「抜本的には無理だが、何らかの
改善は可能だ」と来年の採用活動を前に制度変更を検討す
る方針を示した。』（日本経済新聞HPより）と報じられまし
た。来年度（現３年生）にも就職活動の変更の可能性もある
と述べており、今後の状況に注意する必要がありそうです。

図１：ガイダンスの様子

図２：山日YBSガイダンス
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禁）までの期間で就職活動に向けての準備をきめ細かく実
施しました。
　まず、就活の準備として３年生を対象に４月下旬より１２月初
旬まで、「３年生進路ガイダンス」を合計２０回開催しました。

　毎回４０名前後の学生が参加し熱心に取り組み、就活に
向けての準備を進めました。ここでは、就職活動の進め方か
ら始まり、筆記試験対策や履歴書の書き方、面接対策に加
え、自己分析や企業研究等、就職活動全般についての情報
提供を行います。
　１０月から１２月にかけては保護者と学生、本学の進路支
援担当者で学生の希望進路について三者懇談を行います。
企業や公務員の採用試験の概況、現在の４年生の状況、学
生の志望先についてなどの内容を話し合い、学生の支援に
繋げています。
　さらに、１２月には就職合宿を行いました。昨年は３０名
ほどの学生が参加し、就職活動をスタートしました。この行
事は、就職対策を行うのと同時に、共に就職活動乗り切る
仲間作りを目的としています。例年、この合宿の参加者の多
くが内定するという成果をあげています。情報解禁の直前
の２月には集中ガイダンスを実施し、就職活動の総合的な
対策を行いました。「先んずれば人を制す」の言葉通り、就活
ではこの準備期にしっかりと早目に取り組むことが大切です。

２）情報解禁（２０１５年３月1日から）
　３月1日から企業の採用情報が公開されました。現４年生
にとっては就活の本格的なスタートです。採用情報は、主に
リクナビやマイナビといった就活サイトを通して提供されま
す。この日の午前０時頃になると、学生のアクセスが集中し
サーバーがダウンすることもあります。この情報解禁ととも
に開催されるのが合同企業説明会です。就活サイトが主催
する大きな説明会に加え、地元メディア（山日、UTY）が主催
する説明会もあります。

　本学では、３月４日（水）山日合同ガイダンスと３月８日（日）
の就職エキスポに学生を引率しました。前者は、主に山梨県内
で事業展開をしている企業が参加する説明会で、１０５０名
と例年と比べても非常に多い学生が参加しました。また、後
者は、東京ビッグサイトで開催された、５万人を超える学生が
参加する大きなイベントで、本学の学生も他校の学生の様子
を見て、多いに刺激になったようです。こうした説明会では一
度に多くの企業の説明を聞けるというメリットに加え、今年
度の採用試験のスケジュールを具体的に聞くことができま
す。最近ではネットで情報提供をする企業が増えているため、
ネットをみることで就職活動をしている気分になる学生が多
いようですが、実際にこうした場所に足を運び人事担当者と
直接話を聞く、リアルな行動が大切です。今年度は企業側の
参加が昨年度よりも多く、また、学生の参加も多かったこと
が特徴です。さらに、合同説明会の期間が３か月ほど短く、春
休みを忙しく過ごした学生が多かったようです。
　合同企業説明会の終了後から、本格的に企業の個別説明
会を実施する企業が増加します。今年度は、流通業を中心に
３月頃から企業説明会が行われました。また、４月頃からは
経団連に加盟していない中堅・中小企業等の一部の企業で
は選考活動が始まり、５月には既に内々定をもらったという
学生も散見されるようになりました。一方、公務員試験は例

年通り実施されました。警察官試験は５月上旬、地方上級職
は６月下旬に実施されるなど民間企業の選考開始の８月１
日よりも早く選考が始まりました。今年度は、学生たちには
採用情報を素早くキャッチするための情報収集力も求めら
れました。

３）選考開始（２０１５年８月１日から）
　大手企業を中心に採用試験が本格的にスタートしまし
た。金融業等、８月上旬に選考を予定している企業が多く、
選考のピークを迎えます。連日３５度を超える猛暑の中、学
生たちは汗をかきながらもスーツを着て、企業の選考会に
足を運んでいます。売り手市場といわれているように、学生
にとっては有利な状況になっていますが、厳選採用は続いて
います。特に面接試験では、企業研究や自己分析などがしっ
かりできているか評価されます。７月末時点での本学の内
定率は２０％ほどですが、しっかりと準備を進めてきた学生
が内定を得ているようです。本年度の就職活動の傾向とし
ては、選考時期は、４月から７月にかけてと８月のふたつの
ピークがみられます。マイナビの調査によると７月以前に選
考を開始する企業は全体の６２．５％にも上るようです。４月
から８月にかけては４年生にとっては、履修計画や卒業論文
など重要な時期ですが、就職活動との両立に多くの学生が
苦労をしているようです。
　このように、学生たちにとって、例年以上に就職活動は長
く苦しい経験となっているようです。学生にとっては、希望す
る進路を得る為に、「努力の上に辛抱という棒を立てろ。」の
言葉通り、しっかりと準備をして、時にはリフレッシュしなが
らも諦めず活動することが必要です。
　就職活動中の学生においては、秋募集をする企業も例年
以上に多い事が予想されるため、諦めずに就職活動を継続
して欲しいと思います。また、３年次生以下の学生に対して
は、とにかく早目の準備を行っていただきたいと思います。
一人でも多くの学生の希望がかなうように微力ではありま
すが就職支援を続けたいと思います。
　追記：『経団連の榊原定征会長は、９月７日の定例記者会
見で、来春入社の大学生の選考解禁日を８月１日とした経団
連の新しい指針について、「抜本的には無理だが、何らかの
改善は可能だ」と来年の採用活動を前に制度変更を検討す
る方針を示した。』（日本経済新聞HPより）と報じられまし
た。来年度（現３年生）にも就職活動の変更の可能性もある
と述べており、今後の状況に注意する必要がありそうです。

図１：ガイダンスの様子

図２：山日YBSガイダンス
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失敗を恐れず、間違いを怖がらず

　来年度から山梨英和大学は4学期制になります。毎年度
スタート時の適応に苦労している学生たちと出会うことも
多い学生相談室のカウンセラーとしては、1学期が2ヶ月で
終わるペースを彼らがどう受けとめるのだろうかと、一方で
心配しています。しかし他方で、4学期制になって年に4回仕
切り直しの機会ができることは学生たちにメリットがあると
も感じます。例えば、新年度の出だしでつまずいた学生も
2ヶ月後には再スタートを切ることができるわけで、半年後
となる次の機会を待たねばならない現行の2学期制にはな
い利点です。
　もちろん、それが可能になるためには、戸惑っている渦中
にも仕切り直しを手伝ってくれる誰かを自分の味方につけ
られるかが極めて重要になります。その誰かとは学生仲間か
もしれませんし、ご家族かもしれません。何より本学にとっ
ては、アカデミック・アドバイザーを中心として教職員が重
層的に学生たちを支える学生サポート体制の真価が試され
る機会となるでしょう。相談室としては、失敗の中から何か
を見つけていく過程が大切にされて試行錯誤の価値が尊重
される文化が学内で一層深まっていくよう、活動を進めてい
きます。

◆
　ところで、大学生年代は、自分らしさを追及しつつその感
覚を基盤に社会へと自立していく時期です。そのためには失
敗を恐れず、間違いを怖がらずに、思い切って自分自身を試
していく経験が必要です。ところが、私たちカウンセラーは
日ごろ、期末試験を目前に控えて極度に緊張し不安になる
学生や、仲間同士でも自分の本音を言い合えない学生、就職
活動の初めの一歩を踏み出すことがどうにも難しい学生と
しばしば出会います。彼らの多くは自分に自信がなく、中に
は自尊心が低く自分の価値を感じられず、自分の将来に希
望を持てない学生もいます。これはけして相談室の中だけの
出来事ではなく、授業や学内の日常でそのような学生に出
会うこともあれば、他の教職員から間接的に聞こえてくるこ
ともあります。
　誰かに「やってみなよ」と背中を押されただけで動き出せ
る学生も多くいます。しかし、そう言われても簡単には動け
ない学生も少なからずいます。「やらなければ自信もつかな
いよ」と周囲から正論を言われ、自分でもそれが分かってい
るだけになおさら、やれていないという自責の念を強めるだ

けというのはよくある話です。なぜなら、自己認識の土台に
関わる部分の自信のなさはそう易々とは解決しないからで
す。そのような学生とは時間をかけて信頼関係を作り、日常
生活を丁寧に振り返りながら小さな失敗と成功とを共有し、
その積み重ねの中で彼らの肯定的な自己像が少しずつ安定
していくのを待たねばなりません。それは、学生にとってもカ
ウンセラーにとっても根気の要る、挑戦的な課題です。

◆
　現代は大人にとっても生きるのが大変な時代です。例えば
インターネットやSNSを通じて情報は瞬く間に広がり、それ
に対する反応も目に見える形で返って来て、自分だけでは管
理しきれないデータとして残ります。そこには、失敗を恐れた
り間違いを怖がったりして首をすくめざるを得ない状況も、
現にあるわけです。
　翻って、学生たちに「失敗も間違いもOK、恐れず怖がらず
やってごらん」と伝えようとするとき、同じ言葉は私たち大
人にも照らし返されてきます。すぐ目に見える結果を求めが
ちな世の中や自分自身の心に抗いつつ、失敗や間違いの中
から学生たちがつかみ取るものの価値を信じて、短絡せず
根気よく待つことができるかどうか、大人側の覚悟が問われ
ています。また、そのような信念と覚悟を持った山梨英和大
学の一員でありたいと思います。

【お知らせ】
　学生相談室は保護者のみなさまからのご相談もうかがっ
ています。お子様の学生生活をご家族として支え見守って
いくために、お困りのことがありましたらご遠慮なくお電話
ください。
直通☎055-222-5640
開室■月～金、9:00～17:00

設樂 友崇
学生相談室　主任カウンセラー

大学生のこころもよう 連載第7回
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紅楓祭実行委員会から

学生会から 学生会会長
五味 光介さん（3年）

紅楓祭実行委員会　会長
本間 　衛さん（3年）

　紅楓祭実行委員会の活動をご紹介いたします。私達紅楓祭実行委
員会は11月に行われる紅楓祭に向けて準備・運営を担っています。準
備期間には、当日に催される企画に関しての準備や、各サークル、一般
企業が出店・展示される屋台関連についても担当しています。そして、
紅楓祭当日では芸能人を御呼びし、紅楓祭でのサポートを任されてい
ます。紅楓祭実行委員会は、その名前の通り紅楓祭だけを念頭に置
き、無事に成功できるように尽力しています。
　ここで今年のテーマを述べさせていただきます。今年のテーマは
「LINK!LOVE!LIKE!」です。今年の紅楓祭の開催日は10/31(土)と11/1(日)の2日間開催されますが、10/31(土)はハロウィンと
いうこともあり、学生のみならず一般のお客様にも仮装を楽しんでいただこうと考えております。そして、当日に仮装を楽しん
でいただく中で、多様な価値観を融合させ、今までとは全く違う繋がりの場を設けていただければと思っています。それがこ
のテーマの意味となります。今までの友人同士共有しているだけでも十分に楽しいとは思いますが、これまで全く繋がりの無
かった第三者との繋がりを持つ事、更に好きな事などにのめりこんでいけるのではないかと考えております。
　今年の紅楓祭では学生会と連携し仮装コンテストなども計画しております。今までとは少しテイストの違う紅楓祭となるよ
う努め、皆さんには心から楽しんでいただけるように誠心誠意頑張っていきたいと思います。今年は、「繋がり」をテーマの重
きとしています。実行委員会もこれまでお世話になってきた方々との繋がりを大切にするとともに、新しい繋がりを生み出せ
られればと思います。紅楓祭当日までより一層精進していきます。そして、参加してくださる学生の皆様、企業の方々、そして一
般のお客様に素晴らしい紅楓祭をお届けしたいと思います。紅楓祭実行委員会一同、心からお待ちしております。

　山梨英和大学学生会について紹介します。学生会とは、中学校や高校での
生徒会に類似しています。年間を通してたくさんの恒例行事や各種イベント
の企画・運営に携わっています。その他に、各サークルの予算配賦及び決算、
管理等も行っています。
　４月には、昨年と違い、各サークルの紹介をビデオにまとめて新入生歓迎
会を行いました。また、６月には、学生総会があり、全学年を対象に学生会費
の２０１４年度決算報告及び２０１５年度予算や規約の改正等も行いました。
７月には、七夕祭りを行いました。流しそうめんやかき氷を始めとして、射的、
笹飾り、外部の屋台出店など様々なことを行いました。８月には、夏休みイベントとして肝試しを、９月には、自然とふれあう企
画として早川町へ行く企画を予定しています。８月・９月に行う企画は、今までに行わなかったものとなります。さらに１０月に
は、立食形式で行うハロウィンパーティーを行います。１１月には、紅葉狩りを予定しています。１２月にも、立食形式で行うク
リスマス祝会、１月には、書き初めや抽選会などを企画する新年会、３月には、卒業生を送るフェアウェルパーティーなど様々
なイベントを予定しています。その他、音楽系サークルによるメイプルビートも学生会の管轄で行っています。
　今年の学生会は、昨年に比べて人数が少ないですがイベントの数は多少増えているので、その分、少数精鋭でやっていきた
いと考えています。また、これまでにない企画がいくつかあるので、学生により充実した学生生活を送っていただくためにも、
これからも活動に取り組んで行きたいと考えています。

在学生ピックアップ
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2015 年度　山梨英和大学後援会総会報告
日　時：2015年５月23日(土)午後2時45分～4時20分
場　所：山梨英和大学101教室
開会の言葉 名誉副会長　荒井　　直　　
あ い さ つ　　　　会　　　長　武川　高仁
　 　 　 　 　　　　名 誉 会 長　風間　重雄
議　事
第１部　総会（午後2時45分～午後3時15分）
　　①　 2014年度山梨英和大学後援会事業報告について
　　②　 2014年度山梨英和大学後援会会計決算について
　　③　 2015年度山梨英和大学後援会役員について
　　④　 2015年度山梨英和大学後援会事業計画について
　　⑤　 2015年度山梨英和大学後援会会計予算について

日　時：2015年10月3日(土)午前11時30分～午後3時
場　所：山梨英和大学101教室
プログラム
午前の部
　11：30～　「最近の山梨英和大学について」
　12：10～　昼　食（かえでホールにて）
午後の部
　13：10～　アドバイザー教員等による個別相談（事前予約制）
　　　　　　  学生サービス部相談会（当日受付順）
　　　　　　　（学業・成績、学生生活、就職・進路等）

閉会の言葉 名誉副会長　難波　道弘
　事務局から、配付資料に基づき①～⑤議案について提案説
明があり、審議の結果、原案のとおり①2014年度山梨英和大
学後援会事業報告について、②2014年度山梨英和大学後援会会
計決算について、③2015年度山梨英和大学後援会役員について、
④2015年度山梨英和大学後援会事業計画について及び⑤2015
年度山梨英和大学後援会会計予算についてを承認した。

第２部　講演会（午後3時30分～4時20分）
　岡田真樹子教授が「探求型学習の指導～パーラメンタリー・
ディベートの活用～」と題して講演を行った。

 

2015 年度父母懇談会
日　時：2015年11月24日(火)午後5時～6時30分
場　所：山梨英和大学キャンパス内
第一部
点火式　午後5時～5時30分
　本学キャンパスにて、点火式（礼拝）を行います。聖書の
　言葉に耳を傾け、讃美歌を歌い、クリスマスツリーに美し
　いイルミネーションを灯し、みんなで祝います。
第二部
　おたのしみのひととき　午後5時40分～6時30分
　暖かいホールにうつり、学生の企画、運営で行うお楽しみ
　のひとときです。小さなお子さまにはプレゼントもあります。

一部と二部の間には、温かいスープを皆さまにお配りします。
※入場無料、申し込み不要
　多くの方のご参加をお待ちしております。

山梨英和大学クリスマスツリー点火祭

県民コミュニティ―カレッジ
日　時：2015年10月7日・14日・21日・28日・11月4日
　　　　いずれも水曜日午後7時から8時30分
場　所：山梨英和大学
講　師：本学教員（遠藤・後藤・本多・飯田）
講座名：お金とこころのサイエンス　　入場無料

2015年度　図書館フェスティバル
　10月31日（土）、11月1日（日）の紅楓祭期間に実施いたします。
　貴重図書の展示、メイプルカレッジ受講生の作品展示などを
　予定しております。
　本学が所蔵する貴重図書をぜひご覧ください。

後期メイプルカレッジ受講生募集中

社会連携センター

2015年度後期行事予定
月 日 曜 内　　容
9

3

24

土

木

父母懇談会

後期授業開始
10 1
1

21

31

木
木

水

土

後期学費・後援会費等納入期間（～30日（金））
履修登録期間（～7日（水））

半日修養会
26 月 後期履修中止期間（～30日（金））

学園祭（紅楓祭）（～11月1日（日））
11 24 火 クリスマスツリー点火祭

22
23

火
水
特別授業日（開講日）

12 18 金 クリスマス礼拝

冬季休業（～１月7日（木））※12月25日（金）はクリスマス休業日
1 8 金 授業再開
2 15 月 学年末追試験（～16日（火））
3 14
15
21

月
火
月

卒業礼拝
卒業式・学位授与式
春季休業（～3月31日（木））

　【お問い合わせ先】
　　社会連携センター
　　TEL  055-223-6034

　【お問い合わせ先】
　　山梨英和大学　チャペルセンター
　　TEL  055-223-6020（代）　055-223-6023（直）
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2015 年度　山梨英和大学後援会総会報告
日　時：2015年５月23日(土)午後2時45分～4時20分
場　所：山梨英和大学101教室
開会の言葉 名誉副会長　荒井　　直　　
あ い さ つ　　　　会　　　長　武川　高仁
　 　 　 　 　　　　名 誉 会 長　風間　重雄
議　事
第１部　総会（午後2時45分～午後3時15分）
　　①　 2014年度山梨英和大学後援会事業報告について
　　②　 2014年度山梨英和大学後援会会計決算について
　　③　 2015年度山梨英和大学後援会役員について
　　④　 2015年度山梨英和大学後援会事業計画について
　　⑤　 2015年度山梨英和大学後援会会計予算について

日　時：2015年10月3日(土)午前11時30分～午後3時
場　所：山梨英和大学101教室
プログラム
午前の部
　11：30～　「最近の山梨英和大学について」
　12：10～　昼　食（かえでホールにて）
午後の部
　13：10～　アドバイザー教員等による個別相談（事前予約制）
　　　　　　  学生サービス部相談会（当日受付順）
　　　　　　　（学業・成績、学生生活、就職・進路等）

閉会の言葉 名誉副会長　難波　道弘
　事務局から、配付資料に基づき①～⑤議案について提案説
明があり、審議の結果、原案のとおり①2014年度山梨英和大
学後援会事業報告について、②2014年度山梨英和大学後援会会
計決算について、③2015年度山梨英和大学後援会役員について、
④2015年度山梨英和大学後援会事業計画について及び⑤2015
年度山梨英和大学後援会会計予算についてを承認した。

第２部　講演会（午後3時30分～4時20分）
　岡田真樹子教授が「探求型学習の指導～パーラメンタリー・
ディベートの活用～」と題して講演を行った。

 

2015 年度父母懇談会
日　時：2015年11月24日(火)午後5時～6時30分
場　所：山梨英和大学キャンパス内
第一部
点火式　午後5時～5時30分
　本学キャンパスにて、点火式（礼拝）を行います。聖書の
　言葉に耳を傾け、讃美歌を歌い、クリスマスツリーに美し
　いイルミネーションを灯し、みんなで祝います。
第二部
　おたのしみのひととき　午後5時40分～6時30分
　暖かいホールにうつり、学生の企画、運営で行うお楽しみ
　のひとときです。小さなお子さまにはプレゼントもあります。

一部と二部の間には、温かいスープを皆さまにお配りします。
※入場無料、申し込み不要
　多くの方のご参加をお待ちしております。

山梨英和大学クリスマスツリー点火祭

県民コミュニティ―カレッジ
日　時：2015年10月7日・14日・21日・28日・11月4日
　　　　いずれも水曜日午後7時から8時30分
場　所：山梨英和大学
講　師：本学教員（遠藤・後藤・本多・飯田）
講座名：お金とこころのサイエンス　　入場無料

2015年度　図書館フェスティバル
　10月31日（土）、11月1日（日）の紅楓祭期間に実施いたします。
　貴重図書の展示、メイプルカレッジ受講生の作品展示などを
　予定しております。
　本学が所蔵する貴重図書をぜひご覧ください。

後期メイプルカレッジ受講生募集中

社会連携センター

2015年度後期行事予定
月 日 曜 内　　容
9

3

24

土

木

父母懇談会

後期授業開始
10 1
1

21

31

木
木

水

土

後期学費・後援会費等納入期間（～30日（金））
履修登録期間（～7日（水））

半日修養会
26 月 後期履修中止期間（～30日（金））

学園祭（紅楓祭）（～11月1日（日））
11 24 火 クリスマスツリー点火祭

22
23

火
水
特別授業日（開講日）

12 18 金 クリスマス礼拝

冬季休業（～１月7日（木））※12月25日（金）はクリスマス休業日
1 8 金 授業再開
2 15 月 学年末追試験（～16日（火））
3 14
15
21

月
火
月

卒業礼拝
卒業式・学位授与式
春季休業（～3月31日（木））

　【お問い合わせ先】
　　社会連携センター
　　TEL  055-223-6034

　【お問い合わせ先】
　　山梨英和大学　チャペルセンター
　　TEL  055-223-6020（代）　055-223-6023（直）

2014年度山梨英和大学後援会会計決算書

2015年度山梨英和大学後援会会計予算書

（単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

前年度繰越金 924,271 924,271 0

特 別 繰 越 金
（入学記念品代会計から繰入金） 11,858 11,858

入学記念品代会計の 2013年 8月 19
日現在の口座残高金額を繰入れ清算
繰越金合計（年度末通帳残高）936,129
（924,271＋11,858）

前 期 会 費 6,430,0000 6,400,000 30,000 ＠10,000×640名
前期会費誤入金
　　（調整）　　 10,000 2014年度後援会費（前期分）誤入金

（＠ 10,000 × 1名）
後 期 会 費 6,200,000 6,280,000 △ 80,000 @10,000 × 628名
雑 収 入 500 709 △ 209 普通預金利息（2014／8／11、2015／2／9）
合 計 13,566,629 13,626,838 △ 60,209

（単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異 摘　　要

前年度繰越金 595,908 924,271 △328,363

特 別 繰 越 金
（入学記念品代会計から繰入金） 11,858

入学記念品代会計の 2013年 8月 19
日現在の口座残高金額を繰入れ清算
繰越金合計（年度末通帳残高）936,129
（924,271＋11,858）

前 期 会 費 6,180,000 6,430,000 △250,000 ＠10,000×618名
後 期 会 費 6,160,000 6,200,000 △ 40,000 @10,000 × 616名
雑 収 入 400 500 △ 100 普通預金利息
合 計 12,936,308 13,566,629 △630,321

　支出の部	 （単位：円）

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異  摘　　要

前期会費誤入金（調整） 10,000 2014年度後援会費（前期分）誤入金
（@10,000×1名）

小 計 10,000
会 議 費 20,000 7,888 12,112 理事会・総会茶菓子代他
消 耗 品 費 50,000 34,965 15,035 角２封筒代（3,000枚）、会長名

刺代（100枚片面カラー）
用 品 費 160,000 0 160,000
通 信 費 130,000 126,819 3,181 理事会・総会通知送付代他
印 刷 費 220,000 221,872 △ 1,872 会費振込依頼書印刷代、会報印刷

代（振込手数料540含む）、他
奨 学 費 1,300,000 1,300,000 0 山梨英和大学奨学資金支援
奨 学 費
（特定寄付） 1,000,000 1,000,000 0 東日本大震災支援
設備補助積立金
（定額繰入） 1,286,000 1,280,000 6,000 設備補助積立金会計へ繰入                

(前期会費納付者数@2,000×640名)
設備補助積立金
（特別繰入） 0 0 0

補助活動補給費 1,350,000 1,198,581 151,419
紅楓祭（80.1万:@1,000×在学生数）・父
母懇談会（17.7万）・ｸﾘｽﾏｽ祝会（10万）・韓
国絆の会（2万）・ﾌｪｱｳｴﾙﾊﾟｰﾃｨ（ー10万）

厚生就職費 1,300,000 1,300,000 0 就職活動諸費協力金（就職指導・
企業訪問）

広報補助費 1,000,000 1,000,000 0 大学広報活動補助
福 利 費 100,000 30,000 70,000 会員への弔慰金（@10,000×3名）
卒業記念品費 470,000 458,805 11,195 卒業記念品 (@2,203 × 208 名 )

（振込手数料 540含む）
寄 付 金 4,960,000 5,024,000 △ 64,000 山梨英和学院へ寄付

（後期会費納付者数@8,000×628名）

雑 費 40,000 38,000 2,000
総会講師文献調査費、会報執筆学生お礼、
2015年度後援会1年生部会同窓会茶湯
接待補助

予 備 費 100,000 0 100,000
次年度繰越金 80,629 595,908 △515,279
小 計 13,566,629 13,616,838 △ 50,209
合 計 13,566,629 13,626,838 △ 60,209

　支出の部	 （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要
会 議 費 10,000 20,000 △ 10,000 理事会・総会茶菓子代他
消 耗 品 費 40,000 50,000 △ 10,000 会長名刺代、角２封筒代（3,000枚）
用 品 費 150,000 160,000 △ 10,000
通 信 費 130,000 130,000 0 理事会・総会通知送付代、後援

会報郵送代他
印 刷 費 230,000 220,000 10,000 後援会会報・総会資料印刷代他
奨 学 費 1,100,000 1,300,000 △ 200,000 山梨英和大学奨学資金支援
奨 学 費
（特定寄付） 800,000 1,000,000 △ 200,000 東日本大震災支援
設備補助積立金
（定額繰入） 1,236,000 1,286,000 △ 50,000 設備補助積立金会計へ繰入                

(前期会費納付者数@2,000×618名)
設備補助積立金
（特別繰入） 0 0 0

補助活動補給費 1,180,000 1,350,000 △ 170,000
紅楓祭（76万:@1,000×在学生数）・父母
懇談会（20万）・ｸﾘｽﾏｽ祝会（10万）・韓国絆
の会（2万）・ﾌｪｱｳｴﾙﾊﾟｰﾃｨ（ー10万）

厚生就職費 1,100,000 1,300,000 △ 200,000 就職活動諸費協力金（就職指導・
企業訪問）

広報補助費 1,200,000 1,000,000 200,000 大学広報活動補助
福 利 費 100,000 100,000 0 会員・学生慶弔費
卒業記念品費 528,720 470,000 58,720 卒業記念品 (@2,203 × 240名 )
寄 付 金 4,928,000 4,960,000 △ 32,000 山梨英和学院へ寄付

（後期会費納付者数@8,000×616名）
雑 費 40,000 40,000 0 2016年度後援会1年部会への同窓会接

待補助、謝礼他
予 備 費 100,000 100,000 0
次年度繰越金 63,588 80,629 △ 17,041
合 計 12,936,308 13,566,629 △ 630,321

2014年度山梨英和大学設備補助積立金会計決算書
（1）普通預金の部
　収入の部	 （単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異  摘　　要

前年度繰越金 6,154,520 6,154,520 0
設備補助積立金（定額繰入） 1,286,000 1,280,000 6,000 本会計から繰入（＠2,000×640名）
設備補助積立金（特別繰入） 0 0 0
預金等利息 900 1,054 △ 154 普通預金利息（2014/8/11、2015/2/9）
合 計 7,441,420 7,435,574 5,846

　支出の部	 （単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異  摘　　要

設備補助支出 0 0 0

設備補助積立金 0 0 0
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のた
めの定期積立金（普通預金口座から振替）
定期預金設定日：2009年5月21日
定期預金額：8 ,000 ,000円
期間等：1年、満期自動継続

次年度繰越金 7,441,420 7,435,574 5,846
合 計 7,441,420 7,435,574 5,846

（2）定期預金の部	 （単位：円）
預入日 満期日 預入金額 自動継続金額  期間利息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日 8,000,000 8,012,800 12,800 12,800
2010年5月21日 2011年5月21日 8,012,800 8,016,646 3,846 16,646
2011年5月21日 2012年5月21日 8,016,646 8,018,576 1,930 18,576
2012年5月21日 2013年5月21日 8,018,576 8,020,174 1,598 20,174
2013年5月21日 2014年5月21日 8,020,174 8,021,772 1,598 21,772
2014年5月21日 2015年5月21日 8,021,772 8,023,370 1,598 23,370 2015年5月21日（満期日）

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合）	 （単位：円）
区　分 予　算 決　算 差　異  摘　　　要

普 通 預 金 7,441,420 7,435,574 5,846
定 期 預 金 8,023,370 8,023,370 0
合 計 15,464,790 15,458,944 5,846

2015年度山梨英和大学設備補助積立金会計予算書
（1）普通預金の部
　収入の部	 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

前年度繰越金 7,435,010 6,154,520 1,280,490
設備補助積立金（定額繰入） 1,236,000 1,286,000 △ 50,000 本会計から繰入（＠ 2,000 × 618 名）
設備補助積立金（特別繰入） 0 0 0
預金等利息 900 900 0
合 計 8,671,910 7,441,420 1,230,490

　支出の部	 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

設備補助支出 0 0 0

設備補助積立金 0 0 0
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のた
めの定期積立金（普通預金口座から振替）
定期預金設定日：2009年5月21日
定期預金額：8 ,000 ,000円
期間等：1年、満期自動継続

次年度繰越金 8,671,910 7,441,420 1,230,490
合 計 8,671,910 7,441,420 1,230,490

収入の部

収入の部

（2）定期預金の部	 （単位：円）
預入日 満期日 金　額 自動継続金額  利　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日 8,000,000 8,012,800 12,800 12,800
2010年5月21日 2011年5月21日 8,012,800 8,016,646 3,846 16,646
2011年5月21日 2012年5月21日 8,016,646 8,018,576 1,930 18,576
2012年5月21日 2013年5月21日 8,018,576 8,020,174 1,598 20,174
2013年5月21日 2014年5月21日 8,020,174 8,021,772 1,598 21,772
2014年5月21日 2015年5月21日 8,021,772 8,023,370 1,598 23,370
2015年5月21日 2016年5月21日 8,023,370 8,024,968 1,598 24,968 2016年5月21日（満期日）見込額

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合）	 （単位：円）
区　分 本年度予算額 前年度予算額 差　異  摘　　　要

普 通 預 金 8,671,910 7,441,420 1,230,490
定 期 預 金 8,024,968 8,023,370 1,598
合 計 16,696,878 15,464,790 1,232,088



13 KAKEHASHI 2015 vol.44
KAKEHASHI 2015 vol.44

画 ： 田邉友里江さん（3年）


